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株式会社 Liberaware 

 

株式会社 Liberaware（本社：千葉県千葉市、代表取締役：閔 弘圭、以下「当社」）は、テックファーム株式

会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：千原信悟、以下「テックファーム」）と販売店契約を締結し、

同社が当社製品の「Gold Partner（GP）」として活動を開始したことをお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■GP販売店契約締結の背景と目的 

近年、インフラ設備やプラント、製造・建設現場においては、設備の老朽化進行や人手不足、安全管理の高

度化を背景に、点検・調査業務の効率化と高度化が強く求められています。 

テックファームは、創業以来、NTT ドコモ「i モード」の立ち上げをはじめ、世界初・日本初となる数々のサ

ービス実現に携わり、高度な ICT 実装力を蓄積してきました。近年では AI や IoT を活用したデータ解析に加

え、ドローンや 3D 技術のメタバース領域への活用など、最先端テクノロジーと多様な業界知見を組み合わせた

DX 支援を全方位で展開しています。 

一方、当社は、「狭くて・暗くて・危険な」屋内空間の点検を可能にするドローン「IBIS2」を中心としたロ

ボティクス技術により、従来手法では困難であった領域の可視化を実現してきました。 

これまでも両社による実証や顧客提案を通じて協業を重ね、現場理解と先端技術を融合させる有効性を確認

してきました。 

Gold Partner 販売店契約／南関東エリア 

数々の「日本初」を支えた実装力を有するテックファームが 

Gold Partner 契約を締結 

～屋内ドローン点検の標準化に向け、社会実装を加速～ 



 

 

本契約によりテックファームは Gold Partner として、南関東エリアを中心とした顧客網への「IBIS2」の販売

拡大を進めるとともに、導入前検討や高精細 3Dモデル化やシミュレーターなどによる導入支援、データ収集や

解析までを一貫して担い、より実効性の高いソリューション提供を通じて、現場の安全性向上と業務高度化に

貢献します。 

 

■テックファーム株式会社 代表取締役社長 千原信悟コメント 

 当社は、ドローンによる撮影にとどまらず、取得したデータを高精細 3D モデル化し、AI やデータ解析と組

み合わせることで、現場を忠実に再現し、点検・保守業務の高度化を目指しています。 

 Liberaware 社が持つ、狭く、暗く、危険な屋内空間を可視化する独自のロボティクス技術と、当社が培って

きた、取得したデータを業務に活かすノウハウを融合させることで、下水道インフラやプラント設備など、人

の立ち入りが難しい現場のメンテナンスにおける社会課題の解決に貢献してまいります。 

 

■販売店制度の概要 

本制度は、「IBIS2」を活用し新たな事業を展開したい企業に向けたもので、当社がこれまで培ってきた営

業・マーケティング・点検技術のノウハウを提供しハンズオンでの支援を行うことで、販売店として「IBIS2」

セットを販売いただくものです。また、当社からは販売店へ「IBIS2」を用いた点検スキルの獲得も支援し、点

検サービスを提供できる体制も確立していきます。販売店のカテゴリは「Gold Partner（1 次販売店）(*1)」

「Silver Partner（2 次販売店）(*2)」に分別されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売店制度への加盟後、各販売店は、販売・マーケティング・1 次対応業務を担い、当社は講習会の実施や修

理対応などの技術支援を行います。 

 

＜エリア別「Gold Partner」加盟社数＞ 

エリア 都道府県 上限販売店数 

北海道 北海道 2 社 

東北 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 2 社 

北関東 茨城県 栃木県 群馬県 1 社 

南関東 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 山梨県 5 社 



 

 

北陸 新潟県 富山県 石川県 福井県 1 社 

中京 愛知県 岐阜県 静岡県 三重県 長野県 4 社 

近畿 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 4 社 

中国 鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 2 社 

四国 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 1 社 

九州 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 3 社 

沖縄 沖縄県 1 社 

 

(*1) 「Gold Partner（1 次販売店）」の加盟条件等、詳細をご希望の方は当社 HP にてお問い合わせください。 

(*2) 上限を超えた場合は、既存の「Gold Partner」と連携し、「Silver Partner」として参画いただく形を検討し

ます。 

 

■ 当社による販売店支援 

 当社では、パートナー企業の立ち上げを以下の 3 軸でサポートします。これらの支援により、「IBIS2」を活

用した新規事業の立ち上げから事業化までをハンズオンで伴走支援します。 

 

＜営業・マーケティング支援＞ 

展示会やデジタル広告運用のノウハウ提供、営業同行、共同セミナー企画など 

＜事業計画策定支援＞ 

ターゲット設定から営業プロセス設計まで、当社が培った実践ノウハウをもとに、売上につながる販売戦略づ

くりを支援 

＜技術研修・操縦教育支援＞ 

実地研修を通じて、「IBIS2」の安全運用および点検サービス実施体制を確立 

 

▼株式会社 Liberawareについて 

株式会社 Liberaware は、「誰もが安全な社会を作る」をミッションに掲げ、世界でも珍しい「狭くて、暗く

て、危険な」かつ「屋内空間」の点検・計測に特化した世界最小級のドローン開発と、当該ドローンで収集した

画像データを解析し顧客に提供するインフラ点検・維持管理ソリューションを行っております。弊社は、ビジョ

ンでもある「見えないリスクを可視化する」ことに邁進し続け、人々に安全で平和な社会をお届けします。 

  

会 社 名：株式会社 Liberaware（リベラウェア） 

代 表 者：閔弘圭（ミン・ホンキュ） 

所 在 地：千葉県千葉市中央区中央 3-3-1 

設 立：2016 年 8 月 22 日 

事業内容： 

・ド ロ ー ン 事 業：ドローン等を用いた調査・点検・測量サービス、自社開発のドローン等の販売・ 

レンタルサービス 

・デジタルツイン事業：ドローン等により取得したデータの画像処理、データ解析サービス、及び当社画像 

処理技術のライセンス提供 

・ソリューション開発事業：ハードウェアからソフトウェアまで幅広いソリューションを提供する受託開発事業 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://liberaware.co.jp/  

https://liberaware.co.jp/


 

 

Ｘアカウント：https://x.com/liberaware 

〈本件に関するお問い合わせ先〉 
株式会社 Liberaware 広報：前 

TEL：090-9019-9057 / 043-497-5740 MAIL:pr@liberaware.com 

https://x.com/liberaware

